
105 共生のひろば　2016 年３月　

石炭火力発電所建設は是か非か？～神鋼発電新設1号機・2号機建設に関する考察～ 
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はじめに 

総合人文コース2年生におけるGS課題研究の選択講座「地域環境セミナー」では、地域の環境や自

然に関わる研究・調査を行っている。私たちの班は学校の近くに新たに建設が予定されている、神戸

製鋼の石炭火力発電所に興味を持った。神戸製鋼ではすでに140万ＫＷ級の超臨界圧型石炭火力発電2

機が稼働している。今後さらに130万ＫＷ級の超超臨界圧型石炭火力発電2機が、平成33年の稼働を

目指して建設準備中である。そこで私たちは以下の疑問点から調査した。	

①なぜ環境への影響が大きい石炭火力発電所を新たに作る必要があるのか。

②地域環境への影響はないのか。

③地域の住民はどのように思っているのか。

調査方法 

○神戸製鉄所火力発電所への取材と現地視察

○有識者（兵庫県立人と自然の博物館）からの聞き取り

○周辺住民への街頭アンケート調査

○在校生徒への意識アンケート調査

検証結果 

①震災以降の復興に伴う赤字、外国鋼材との競争などによる経営悪化により、神戸での製鉄事業を

撤退し、発電による関西電力への売電によって経営再建をはかることが大きな理由であった。ま

た製鉄事業では石炭を原料としていたため、既設設備の発電所への転用が可能で、コストダウン

が期待できた。さらに都市型発電により、送電ロスを無くした高効率の電力を安定供給できるこ

と、などが建設の理由であった。

②	

③近隣住民への街頭アンケートでは、気になる人の割合が半数以下であったが、本校生へのアンケ

ートでは、過半数を超えた。

考察 

資源の枯渇問題、原子力発電所の事故の教訓などから、将来的には私たちは再生可能エネルギーに

よる電力自給を目指さなくてはいけない。しかし資源の少ない日本では、その実現にはまだ時間がか

かる。石炭は安くて供給環境も安定しているので、環境対策を万全にすれば、利用価値は高いかもし

れない。今回の調査で、石炭火力発電の技術は予想以上に進んでいることが分かった。しかしＣＯ２対

策はこのままでは不十分だ。ＣＯＰ２１の目標値を達成するためにも、国の指示を待つのではなく、

企業自ら率先して取り組むべきだと感じた。またそのような取り組みを、地域や国にしっかりと発信

し、石炭火発も含めた日本のエネルギー問題全体を、国民でしっかりと考えていくべきだと思った。	




